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殉懐 に関す る研究 肝.

限界殉爆点に於ける衝動-波の速度

(B紬 28咋6JH6FE実現)

/gi 雌 秀 治

(小火大学工学諒)

】 緒 官

名曲工業雌iEの街助滋の避妊をr･求め史にEJ雌 せられ

た約二好なのは遜Jf測定した.

2 異撃方浅並に其の結果

1) 鰍 の逆兜

吊式Zi砂上式買軌 こ於て街政江が茄持上I)軸方抑二
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共の雛 をlJ壬1.回1,2にi).･す｡
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r嫌 が仲托すろのはⅦ管鼓KLlこ上ろものでもろ半が花

昆されろ｡
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1) 軒=靴 に弁JL糊 剤こ於けち軒-繋匂7)

恥 姥は雌男の掻現にP;錦青く人l持 しい｡疏智
提琴のみは小f_･ろ紙を71-:す｡

2) 軒一打tLの則男F'M ,['l'(･棚 さLLろJiilの妨二
軍包の樋曲は約-耶也の僚月にE!!締なく祐等しい班を
7T訳す｡
3) 円等雌 のEl劫Eには煤生に51すら}jlR】が粗

く防焦する｡
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